
今月の一言

紙おむつもリサイクルできる！！！　　

紙おむつというと、若い人は赤ちゃんのおむつを思い浮かべるかと思いますが、私の年代に

なると大人用のおむつを思い浮かべます。最近は大人用おむつの宣伝も普通にさらりとテレビ

でよく見かけます。恥ずかしいものではなく必要な物という認識が定着していますし、使い

心地も良くなっていると聞きます。

材質は上質パルプや樹脂が使われているようで、実は殺菌処理するとリサイクルができるのだ

そうです。リサイクルされて何になっているかというと、建設資材や温泉施設のボイラー燃料、

紙おむつ素材への再利用などだそうです。

各家庭から出るおむつも多いと想定されますが、保育園などから出る量も多いのではと思われ

ますよね。

現在リサイクルを実施している自治体は約２０自治体。

検討中というところを含めても約３５自治体しかない

そうです。（環境省ホームページより）

環境省としては２０３０年までに、これを１００市区町村

にまで広めたいとしています。

リサイクルするとなると、効率よく大量に集める必要が

あります。保育園や介護施設からの一括拐取のような

形になるかと想定されますが、お子さんを保育園に預け

ているご両親にとっては持ち帰りなどの負担が減るので、メリットはあるかと思われます。

廃棄物の量から見ると、乳幼児・大人用合わせ２０２０年には約２２０万トン排出されている

そうです。一般廃棄物の５％も占めています。これからは大人用の排出がどんどん増えていく

ので、２０３０年度には７％を占める見通しとなっているそうです。（毎日新聞より）

一般家庭からの回収は難しいかもしれませんが、保育園、介護施設、マンションからなら回収

しやすいのではないでしょうか。

知恵を絞れば、あらゆる種類のものがリサイクルできていくのでしょうね。

ただコスト面から今は殆どが焼却処分になっているそうですが、コスト低減にも知恵を絞って

いただきたいものです。


